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 第４２号           シルバーなわて       令和 ３年１１月 １日      （２） 

令
和
令
和
３３
年年
度度  

定
時
総
会

定
時
総
会 

 
６
月
１１
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
研
修
室
に
お
い
て
、
会
員
総 

数
４
４
４
名
の
う
ち
、
出
席
者
数
７
名
、
書
面
議
決 

に
よ
る
者
３
２
５
名
、
計
３
３
２
名
で
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。 

 

今
年
度
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
三
密
を
避 

け
、
ご
来
賓
も
お
招
き
せ
ず
規
模
を
縮
小
し
、
最 

小
限
の
人
数
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
田
中
俊
行
理
事
長
が
開
会
の
挨
拶 

を
行
い
、
祝
電
の
披
露
、
議
長
、
議
事
録
署
名
人 

の
選
出
の
あ
と
、
議
事
に
入
り
、
報
告
事
項
に
続 

き
議
案
の
審
議
が
な
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
承
認 

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
員
１９
名
が
お
名
前
の 

ご
紹
介
の
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
表
彰
さ
れ
総
会 

は
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。 

 

定
時
総
会

定
時
総
会

理
事
長

理
事
長

挨
拶

挨
拶

  

 

理
事
長 

田
中 

俊
行 

 

公
益
社
団
法
人
四
條
畷
市 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令 

和
３
年
度
定
時
総
会
の
開
催 

に
あ
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨 

拶
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
、 

 
 

定
時
総
会
を
開
催
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、 

緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
る
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ 

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
な
い
中
、
感
染
症
の 

拡
大
防
止
を
念
頭
に
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
場
所 

の
縮
小
及
び
役
員
等
最
小
限
の
人
数
に
よ
る
開
催 

と
な
り
ま
し
た
。 

会
員
皆
様
に
は
ご
理
解
並
び
に
ご
協
力
を
い
た 

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
来
で
あ
り
ま
す
と
四
條
畷
市
長
を
は 

じ
め
ご
来
賓
方
々
に
出
席
を
賜
り
総
会
に
花
を
添 

え
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
諸
般
の 

状
況
か
ら
本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
見
送
る
こ
と
と 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
を
お
願 

い
致
し
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染 

症
が
拡
大
し
我
が
国
は
も
と
よ
り
世
界
中
に
蔓
延 

い
た
し
ま
し
た
。
大
阪
府
に
お
き
ま
し
て
も
二
度 

の
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
加
え
蔓
延
防
止
等
重 

点
措
置
が
適
用
さ
れ
社
会
経
済
活
動
の
制
限
、
生 

活
様
式
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
大
き
な 

影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
お
き
ま
し 

て
も
、
学
校
の
休
業
に
伴
う
就
業
の
一
時
停
止
を 

は
じ
め
社
会
経
済
活
動
の
制
限
に
よ
る
就
業
時
間 

の
短
縮
な
ど
の
ほ
か
、
会
員
の
研
修
、
講
習
会
及 

び
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
に
大
き
く
影
響
を
受
け
ま 

し
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
の
令
和
２
年
度
の
受
注
件
数
は
、
前
年 

度
比
１
２
８
件
減
の
１
，
１
７
２
件
と
な
り
、
契 

約
金
額
は
、
前
年
度
比
９
３
５
万
円
減
の
２
億
３
， 

３
６
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の 

拡
大
に
伴
い
、
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ 

れ
る
中
事
業
が
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
し
か
し 

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染 

拡
大
を
受
け
４
月
２５
日
か
ら
６
月
末
ま
で
緊
急
事 

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
昨 

年
同
様
事
業
の
縮
小
が
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
す 

が
、
一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の 

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
は
じ
ま
る
な
ど
ワ
ク
チ
ン
の
有 

効
性
に
よ
る
今
後
の
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
期 

待
を
抱
く
と
こ
ろ
で
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
は
見
通 

せ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
に
お
き 

ま
し
て
も
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
な
が
ら
引 

き
続
き
会
員
拡
大
に
努
め
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の 

高
齢
者
が
就
業
を
通
じ
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る 

セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 

結
び
に
当
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の 

基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
、「
自
主
・
自
立
・
共
働
・ 

共
助
」
に
よ
る
多
彩
な
活
動
を
基
盤
に
ま
す
ま
す 

の
事
業
発
展
に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

何
卒
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申 

し
上
げ
ま
す
。 

本
日
は
、
議
案
４
件
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い 

て
お
り
ま
す
。 

い
ず
れ
も
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営 

に
か
か
る
重
要
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
承
認
賜
り
ま
す
よ 

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
誠
に
簡
単
で
は 

ご
ざ
い
ま
す
が
、
総
会
の
開
会
に
当
た
っ
て
の
ご 

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



（３）             シルバーなわて        令和 ３年１１月 １日   第４２号 

議議  

事事

  

  
《《
報
告
事
項

報
告
事
項
》》  

報
告
第
１
号

報
告
第
１
号  

令
和
令
和
２２
年
度
収
支
補
正
予
算

年
度
収
支
補
正
予
算
のの
報
告
報
告
に
つ
い
て

に
つ
い
て  

報
告
第
２
号

報
告
第
２
号  

令
和
令
和
３３
年
度
年
度
事
業
計
画
及

事
業
計
画
及
びび
収
支
予
算

収
支
予
算
のの
報
告
報
告
に
つ
い
て

に
つ
い
て  

《
議
《
議        

事事
》》  

第
１
号
議
案

第
１
号
議
案  

令
和
令
和
２２
年
度
年
度
事
業
報
告
及

事
業
報
告
及
びび
収
支
決
算

収
支
決
算
に
つ
い
て

に
つ
い
て  

第
２
号
議
案

第
２
号
議
案  

公
益
社
団
法
人
四
條
畷
市

公
益
社
団
法
人
四
條
畷
市
シ
ル
バ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
人
材
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー  

定
款
定
款
のの
一
部
変
更

一
部
変
更
に
つ
い
て

に
つ
い
て  

第
３
号
議
案

第
３
号
議
案  

公公
益益
社
団
法
人
四
條
畷
市

社
団
法
人
四
條
畷
市
シ
ル
バ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
人
材
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー  

役
員
報
酬
等
規

役
員
報
酬
等
規
程程
のの
一
部
一
部
をを
改
正
改
正
す
る
す
る
規
程
規
程
のの
制
定
制
定
に
つ
い
て

に
つ
い
て  

第
４
号
議
案

第
４
号
議
案  

役
員
役
員
のの
選
任
選
任
に
つ
い
て

に
つ
い
て  

  

表表    
  

彰彰    

  

会
員
表
彰
者

会
員
表
彰
者  

１１９９
名名 

１０
年
以
上
在
籍
し
、
か
つ
事
業
の
発
展
に 

貢
献
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
） 

山
崎
山
崎  

譲譲  
  

  

田
中
田
中  

力力      
  

佐
藤
多
美
子

佐
藤
多
美
子  

長
光
長
光  

延
人
延
人  

  

田
渕
田
渕  

栄
一
栄
一    

  

原
田
原
田
ふ
さ
ふ
さ
子子  

寶
谷
寶
谷  

敏
男
敏
男  

  

三
村
三
村  

治
生
治
生  

  
  

石
原
石
原  

妙
子
妙
子  

安
堂
安
堂  

孝
雄
孝
雄  

  

早
田
早
田  

律
子
律
子  

  
  

小
野
小
野  

哲
男
哲
男  

伊
与
田
源
久

伊
与
田
源
久  

  

倉
谷
倉
谷  

繁
子
繁
子  

  
  

岡
田
岡
田  

末
房
末
房  

登
倉
登
倉  

照
雄
照
雄  

  

井
原
井
原
ト
シ
ト
シ
子子    

  

塗
木
塗
木  

春
吉
春
吉  

岡
元
岡
元  

征
男
征
男    

    

退
任
役
員

退
任
役
員
感
謝
状
贈
呈
者

感
謝
状
贈
呈
者    

１
名
１
名    

５
年
以
上
就
任
し
、
事
業
に
貢
献
し
た
者  

  

理理  

事事  

竹竹  

内内    
  

碧碧  

                    

安
全
安
全
便便
りり  

安
全
就
業
推
進
員  

コ
ロ
ナ
の
影
響
と
長
雨
の
影
響
で
屋
内
外
の
作 

業
が
ま
ま
な
ら
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、 

事
故
は
相
変
わ
ら
ず
発
生
し
て
い
ま
す
。
令
和 

３
年
度
に
発
生
し
て
い
る
事
故
の
内
、
除
草
作
業 

中
の
飛
び
石
で
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
事
故
が
1
件 

あ
り
ま
す
。 

ま
た
傷
害
事
故
は
就
業
中
、
就
業
途
上
で
の
転 

倒
事
故
が
2
件
あ
り
ま
し
た
。 

加
え
て
、
セ
ン
タ
ー
所
有
の
車
両
単
独
事
故
が 

1
件
あ
り
ま
し
た
。 

 

相
変
わ
ら
ず
、
気
づ
い
た
ら
セ
ン
タ
ー
車
両
に 

傷
が
増
え
て
い
る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。
毎
日
の 

車
両
の
点
検
を
し
、
黙
っ
て
い
る
こ
と
の
な
い
よ 

う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
運
転
手
以
外
の
方
は
、
車
が
バ
ッ
ク 

す
る
と
き
な
ど
、
周
囲
の
安
全
を
一
緒
に
確
認
す 

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
運
転
手
だ
け
が
悪
く
、 

自
分
は
関
係
な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に
作 

業
し
て
い
る
仲
間
で
す
。
一
緒
に
安
全
確
認
や
誘 

導
を
し
て
、
運
転
手
を
助
け
て
下
さ
い
。 

 

ま
た
万
が
一
、
人
と
接
触
し
た
場
合
で
、
相
手 

の
方
が
そ
の
場
で
は
大
丈
夫
と
言
っ
て
も
、
後
か 

ら
相
手
が
警
察
に
報
告
し
た
場
合
ひ
き
逃
げ
に
な 

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
速
や
か
に
事 

務
所
と
警
察
に
報
告
し
て
下
さ
い
。 

こ
れ
以
上
事
故
が
な
い
よ
う
に
家
を
出
る
時
か 

ら
家
に
帰
る
ま
で
気
を
つ
け
て
頂
く
よ
う
に
お
願 

い
し
ま
す
。 

 

禁
止
事
項

禁
止
事
項
に
つ
い
て

に
つ
い
て  

 

路
上
で
の
喫
煙
は
四
條
畷
市
の
受
動
喫
煙
防
止 

条
例
に
よ
り
喫
煙
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
禁
止
さ 

れ
て
お
り
ま
す
。
路
上
喫
煙
は
絶
対
に
し
な
い
で 

下
さ
い
。 

ま
た
、
毎
年
1
回
は
シ
ル
バ
ー
の
会
員
が
立 

ち
小
便
を
し
て
い
る
と
苦
情
が
入
り
ま
す
。
立
ち 

小
便
に
つ
い
て
は
、
軽
犯
罪
法
違
反
の
排
せ
つ
等 

の
罪
『
街
路
又
は
公
園
そ
の
他
公
衆
の
集
合
場
所
で
、 

た
ん
つ
ば
を
吐
き
、
又
は
大
小
便
を
し
、
若
し
く
は 

こ
れ
を
さ
せ
た
者
』
に
抵
触
し
ま
す
。
そ
の
都
度
苦 

情
の
あ
っ
た
作
業
班
に
は
注
意
を
促
し
て
い
ま
す 

が
、
一
向
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
絶
対 

に
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

役役員員退退任任にによよるる感感謝謝状状贈贈呈呈  



 第４２号           シルバーなわて       令和 ３年１１月 １日      （４） 

事
務
局

事
務
局
か
ら
の
お

か
ら
の
お
知知
ら
せ
ら
せ 

 
①
就
業

①
就
業
相
談
会

相
談
会
のの
開
設
開
設
に
つい
て

に
つい
て 

 

毎
月
第
３
金
曜
日(

左
記
日
程)

の
午
後
３
時
か
ら 

完
全
予
約
制
で
就
業
相
談
会
を
理
事
の
協
力
の
も 

と
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
就
業
す
る
に
当
た
り
、
希 

望
す
る
職
種
や
条
件
及
び
就
業
意
欲
な
ど
、
個
別
に 

面
談
を
し
、
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
セ
ン
タ
ー
の
事
業 

発
展
に
ご
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
実
施
す
る
こ
と
と 

な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
参
加
下
さ
い
。 

 

当
日
は
午
後
１
時
３０
分
か
ら
入
会
説
明
会
が 

あ
り
、
終
了
後
に
開
会
し
ま
す
。 

 

時
間
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了 

承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

☆
今
後

☆
今
後
のの
予
定
日

予
定
日  

 
 

◎
令
和
３
年
11
月
1 9
日
（
金
） 

◎
令
和
４
年
３
月
1 8
日
（
金
） 

◎
令
和
４
年
４
月
1 5
日
（
金
） 

◎
令
和
４
年
５
月
20
日
（
金
） 

◎
令
和
４
年
６
月
1 7
日
（
金
） 

 
 ※

以
降
は
、
未
定
で
す
。 

②
緊
急
時

②
緊
急
時
のの
連
絡
先

連
絡
先
に
つい
て

に
つい
て 

 

近
年
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
及
び
夜
間
の 

就
業
が
増
え
て
き
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
は
、 

休
業
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
時
の
み
連
絡
が
で 

き
る
連
絡
先
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ 

は
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
『
就
業
中

就
業
中
にに
事
故
（

事
故
（
ケケ  

ガガ
））
を
し
た

を
し
た
』
や
『
就
業
中

就
業
中
にに
体
調
体
調
がが
悪悪
く
な
っ
た

く
な
っ
た
』 

な
ど
、
緊
急
に
連
絡
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
場
合 

の
み
対
応
さ
せ
て
頂
く
も
の
で
す
。 

緊
急
性
の
な
い
も
の
に
関
し
て
は
対
応
で
き
ま
せ 

ん
の
で
ご
了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま 

す
。 

  

☆☆
緊
急
時

緊
急
時
のの
連
絡
先
電
話
番
号

連
絡
先
電
話
番
号  

  

 

お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。   

 

☆☆
訪
問
介
護
事
業

訪
問
介
護
事
業
緊
急
時

緊
急
時
連
絡
先
電
話
番
号

連
絡
先
電
話
番
号  

  

 

お
か
け
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。  

③
『
③
『マ
イ
ナ
ン
バ

マ
イ
ナ
ン
バ
ーー
』』のの
取取
りり
扱扱
い
に
つい
て

い
に
つい
て 

 

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
２８
年 

１
月
か
ら
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』
の
本
格
的
運
用 

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
・ 

災
害
対
策
の
行
政
３
分
野
で
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー 

ド
』
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
『
請
負
・
委
任
』
就
業
で 

の
報
酬
（
配
分
金
）
は
税
制
上
で
は
雑
所
得
に
な
り 

源
泉
徴
収
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
』 

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、『
シ
ル
バ 

ー
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
』
就
業
で
の
報
酬
は
、 

給
与
所
得
と
な
り
源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す 

の
で
、『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
』
の
提
出
が
必
要
と
な
り 

ま
す
。
提
出
が
必
要
な
方
に
は
担
当
者
か
ら
別
途 

通
知
し
ま
す
。 

④
セ
ン
タ
ー

④
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

駐
車
場
に
つい
て

に
つい
て 

 

セ
ン
タ
ー
へ
の
自
家
用
車
で
の
来
所
に
つ
い
て 

は
、
原
則
禁
止

原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
近
所
か
ら
の 

苦
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
協 

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
外
に
つ
き
ま
し
て
は 

市
道
の
た
め
、
絶
対
に
止
め
な
い
よ
う
に
併
せ
て 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

※
田
原
地
区

※
田
原
地
区
のの
会
員
会
員
はは
除除
き
ま
す
。

き
ま
す
。  

０
８
０

０
８
０
――
８
５
２
６

８
５
２
６
――
４
７
０
４

４
７
０
４  

００
９９
００
――
１
０
２
８

１
０
２
８
――
２
４
９
６

２
４
９
６  



（５）             シルバーなわて        令和 ３年１１月 １日   第４２号 

                                                      

                                                      

                                                      

SSDDGGss((エエススデディィーージジーーズズ ))のの取取組組みみ   

 

SSDDGGss ととはは、、持持続続可可能能なな社社会会をを実実現現すするるここととをを目目的的ととししてて取取りり組組ままれれてていいまますす。。  

当当セセンンタターーででもも１１７７項項目目ののううちち４４項項目目でで取取りり組組むむ方方向向でで検検討討ししてていいまますす。。 



 第４２号           シルバーなわて       令和 ３年１１月 １日      （６） 

 

会
報
編
集
委
員
会

会
報
編
集
委
員
会
か
ら
お

か
ら
お
願願
いい  

  

会
報
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
れ
ば
と 

思
い
作
っ
て
お
り
ま
す
が
原
稿
が
な
く
頭
を
悩 

ま
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
更
に
お
願
い
で
す
が
、
ど
ん
な
こ
と 

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

次
の
よ
う
な
内
容
で
原
稿
用
紙
１
枚
か
２
枚 

程
度
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

イ 

会
員
と
し
て
、
働
く
喜
び
、
生
き
が
い
な
ど 

の
自
己
体
験
等 

ロ 

同
好
会
、
旅
行
等 

ハ 

随
筆
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
等 

 

ニ 

趣
味
の
園
芸
、
写
真
等
・
そ
の
他 

☀ 

次
回
、
会
報
の
発
行
は
令
和
４
年
1
月
で
す
。 

☀ 
原
稿
は
12
月
17
日
迄
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン 

タ
ー
事
務
所
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願 

し
ま
す
。 

  

配
分
金

配
分
金
明
細
書

明
細
書
のの
通
知
方
法

通
知
方
法
がが  

変変
わ
り
ま
す

わ
り
ま
す
！！ 

 

令
和
３
年
1１
月
分
（
12
月
27
日
振
込
分
） 

か
ら
郵
送
で
の
通
知
と
し
ま
す
。
毎
月
20
日
頃 

に
発
送
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し 

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

編編  

集集  

後後  

記記 
 

 

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
ま
る 

気
配
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン 

を
接
種
す
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン 

を
二
回
接
種
し
た
か
ら
と
言
っ
て
、
安
心
は
禁
物
。 

予
防
対
策
を
心
掛
け
、
感
染
し
な
い
よ
う
に
気
を 

付
け
た
い
も
の
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
は
過
去
最
多
の 

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
長
年
苦
労
を
さ
れ
て 

き
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
皆
さ
ん
に
は
、
敬
意
を
表
し 

た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
十
代
の
若
い
皆
さ
ん
の 

活
躍
が
目
立
ち
、
将
来
が
楽
し
み
で
す
。 

ま
た
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
史
上
最
年
長
の 

金
メ
ダ
リ
ス
ト
も
誕
生
し
ま
し
た
。「
最
年
少
記
録 

は
二
度
と
作
れ
な
い
け
ど
、
最
年
長
記
録
は
作
れ 

る
」・
・
・
そ
の
言
葉
通
り
、
三
日
後
に
二
個
目
の 

金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
私
た
ち
も
元
気
な
う
ち
は
精
一
杯
働
き
、 

少
し
で
も
世
の
中
の
役
に
立
つ
よ
う
が
ん
ば
り
ま 

し
ょ
う
。 

 

編
集
委
員
一
同

編
集
委
員
一
同     

    

就就業業実実績績及及びび会会員員状状況況 令令和和 33 年年度度（（令令和和  33 年年  44 月月～～令令和和  33 年年  99 月月）） 

 受注件数 就業延人員 契 約 金 額 会 員 数 就業実人員 期間就業率 

今 年 度 971 件 25,840 人日 108,480,780 円 443 人 378 人 85.3％  

前年対比 ▲5.7％  ▲1.6％  ▲2.6％  ▲3.3％  ▲4.8％  ▲1.6％  

配配分分金金支支払払いい予予定定日日 ★★配配分分金金明明細細書書はは２２００日日以以降降にに事事務務所所ままでで取取りりにに来来てて下下ささいい！！ 

１０月分 令和 ３年１１月２５日（木） １１月分 令和 ３年１２月２７日（月） 

１２月分 令和 ４年 １月２５日（火） １月分 令和 ４年 ２月２５日（金） 

２月分 令和 ４年 ３月２５日（金） ３月分 令和 ４年 ４月２５日（月） 

同好会々員募集 ◎入会を希望される方は各代表まで連絡してください。 

手 芸 友 の 会         毛 筆 同 好 会         PC・スマホ同好会 

代 表 岩城 喜美子       代 表 宮西 正隆         代 表  楠 幸司 

８６２－１７３８        ８７６－２４６５        ８６３－７０３０ 
 


